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  tdepの星質量依存性

Fig.9のfH2と同様の傾向
しかし、tdep=MH2/SFRの分母に計上されているH2質量には星形成には寄与し
ないdiffuseな成分(T~20K,	
  n~103cm-­‐3)が含まれるため、星形成に寄与してい
る質量に限定すると正しいtdepの見積もりになる(Saintonge+11)
=>	
  HCN1-­‐0やHCO+1-­‐0などのdense	
  gas	
  tracerを使った先行研究では、
tdep_dense~1e8yrで一定値(e.g.	
   Gao&Solomon+04)

ABSTRACT
• xCOLD GASS	
  survey:	
  0.01	
  <	
  z	
  <	
  0.05のM*>	
  109の銀河532天体をIRAMでCO1-­‐0観測
• fH2 =	
  MH2/Mtotとtdep(H2)=MH2/SFRは、銀河の星質量よりもsSFRに依存する

• COLD	
  GASS	
  survey(M*	
   >	
  1010)の結果とコンシステント
• このscaling則は、銀河形成モデルへの制限として使える

COLD	
  GASS	
  survey(Saintonge+13)
• M* >	
  1010Msunの銀河366天体について、IRAM
でCO1-­‐0観測

主な目的
1. 銀河種別(AGN,	
  early-­‐type	
  etc.)依存性の調査
2. high-­‐z銀河との比較において、理想的なゼロ
点(z=0)

3. モデルや数値シミュレーションへの観測から
の制限

主な結果

1. SFEは銀河種別で異なる(Saintonge+11,	
  12)
2. SFR-­‐M*平面上での銀河の位置は、gas量や

SFEで規定される(Saintonge+16)

SAMPLE	
  and	
  OBSERVATION
• gas	
  fractionの上限値を与えられるように、観測時間を設定ó fgas limited	
  sample
• fgas =	
  1.5	
  %	
  for	
  COLD	
  GASS
• fgas =	
  2.5	
  %	
  for	
  xCOLD GASS

Fig.	
  9	
  fH2の各物理量への依存性
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質量依存性は、M* >	
  1010.5Msunで強く現れる。log	
  μ>8.7のbulge	
  
dominantの影響もあるかも。
一方、星形成に関係のある、NUV-­‐rとsSFRに対しては常に相関を示す。
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